
647 

  
 

「
食
」 に 

入
り
込
む
戦
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『婚礼式目』（本書８号） 
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一 

「
中
遠
十
二
勝
並
名
物
料
理
」 

  
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
篩
月
荘
主
人
新
案
な
る
（
篩
月
荘
主
人
が
何
者
か
は
不

明
で
す
）
、「
中
遠
十
二
勝
並
名
物
料
理
」（1

）

が
出
さ
れ
ま
し
た
【
写
真
１
】。 

 

こ
れ
は
、
秋
葉
・
福
田
（
遠
州
に
詳
し
く
な
い
読
者
の
た
め
に
説
明
し
ま
す
と
、

「
福
田
」
は
「
ふ
く
で
」
と
読
み
ま
す
）・
森
・
可
睡
・
法
多
・
豊
浜
・
油
山
・
横
須

賀
・
山
梨
（
袋
井
市
北
部
の
地
名
で
す
）・
浅
羽
・
原
川
・
袋
井
の
十
二
の
地
点
を
「
中

遠
十
二
勝
」
と
し
て
、
名
所
と
名
物
料
理
を
作
り
、
パ
ッ
ク
で
売
り
だ
そ
う
、
と
い
う

案
で
し
た
。
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
各
地
が
割
り
振
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
私
の
感
想

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
そ
れ
ぞ
れ
割
り
振
ら
れ
た
箇
所
が
最
も
映
え
る
と
は
思

え
な
い
の
で
（
意
見
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
）、
な
ん
と
な
く
月
を
割
り
振
っ
た
だ

け
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
名
物
料
理
」
は
、
郷
土
料
理
の
類
で
は
な
く
、
こ
の
た

め
に
考
え
ら
れ
た
も
の
で
、
地
域
に
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
今
日
で
は
、
ほ
ぼ
全
て
ど

ん
な
も
の
か
全
く
想
像
も
つ
か
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

と
は
い
え
、
こ
の
「
中
遠
十
二
勝
」
は
、
見
て
み
る
と
面
白
い
点
も
多
く
、
今
日
こ

れ
を
参
考
に
や
っ
て
み
た
ら
、
複
数
の
市
町
に
ま
た
が
る
面
白
い
試
み
に
な
る
の
で

は
な
い
か
、
と
思
わ
せ
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。 

 

歴
史
学
と
し
て
も
、
福
田
は
袋
井
市
で
な
く
磐
田
市
さ
ん
な
の
で
、
本
書
で
大
々

的
に
紹
介
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
が
、
福
田
の
別
珍
コ
ー
ル
天
織
場
は
、
明
治

の
頃
に
産
地
が
形
成
さ
れ
、
昭
和
初
期
に
は
、
輸
出
と
内
需
が
好
調
で
、
最
盛
期
を

迎
え
て
い
ま
し
た
の
で
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
そ
う
し
た
地
場
産
品
を
名
物

と
し
て
売
り
だ
そ
う
と
し
て
い
た
、
と
分
か
る
こ
の
史
料
は
興
味
深
い
も
の
と
い
え

ま
す
。
今
で
も
福
田
が
最
大
の
産
地
で
す
。 

 

正
確
に
は
別
珍
・
コ
ー
ル
天
と
中
黒
な
ど
で
切
っ
た
方
が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

コ
ー
ル
天
（
英
語
だ
と

co
rd

e
d

 v
e
lv

e
te

e
n

）
は
コ
ー
ル
テ
ン
と
も
書
き
、
コ
ー
デ

ュ
ロ
イ
（co

rd
u

ro
y

）
と
も
い
い
ま
す
。
コ
ー
ル
天
の
「
天
」
は
天
鵞
絨
（
ビ
ロ
ー

ド
）
の
「
天
」
と
い
う
話
で
す
。
パ
イ
ル
で
畝
を
作
っ
た
パ
イ
ル
織
物
で
す
。 

 

別
珍
（
ベ
ッ
チ
ン
／V

e
lv

e
te

e
n

）
は
毛
足
の
短
い
パ
イ
ル
織
物
で
す
。
コ
ー
ル
天

と
織
り
方
は
い
っ
し
ょ
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
見
た
目
に
は
畝
が
目
立
た
な
い
も
の
で

す
。
綿
ビ
ロ
ー
ド
の
通
称
で
す
。 

【写真１】「中遠十二勝並名物料理」（本書４号） 
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こ
れ
ら
の
織
物
は
、
内
需
と
し
て
は
、
下
駄
の
鼻
緒
や
足
袋
な
ど
に
使
わ
れ
ま
し

た
。 

 
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
詩
歌
俳
句
の
課
題
に
「
足
袋
」「
蛙
」「
防
風
」
は
無
茶
な
気
が

し
ま
す
が
、
名
物
料
理
の
、
芽
の
く
き
の
三
和
酢
・
い
な
饅
頭
・
茄
子
の
鴫
焼
・
鮟
鱇

甘
煮
は
お
い
し
そ
う
で
す
ね
。 

 

福
田
の
こ
と
で
長
々
書
く
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
が
、「
中
遠
十
二
勝
並
名
物
料
理
」

に
は
、
可
睡
斎
・
法
多
山
尊
永
寺
・
油
山
寺
が
挙
げ
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
三
箇
寺
は
、

後
に
観
光
と
の
関
係
で
「
遠
州
三
山
」
と
い
う
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
作
ら
れ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
袋
井
の
こ
の
三
箇
寺
を
観
光
の
目
玉
に
し
よ
う
と
い
う
動
き
（
よ
く
見
る

と
「
中
遠
十
二
勝
並
名
物
料
理
」
で
項
目
名
が
地
名
で
な
く
お
寺
な
の
は
こ
の
三
箇

寺
の
み
で
す
）
は
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
は
既
に
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
。 

 

森
の
名
物
料
理
に
あ
る
「
テ
イ
ー
ス
ケ
（
飲
料
）」
も
気
に
な
り
ま
す
が
、
袋
井
市

域
の
も
の
を
い
く
つ
か
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

四
月
（
四
番
目
）
の
「
可
睡
」
は
、
名
所
と
し
て
、「
三
尺
坊
大
権
現
・
可
睡
斎
・

護
国
塔
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
護
国
塔
は
現
在
、
県
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
四
月
二
日
に
護
国
塔
除
幕
開
塔
式
が
開
か
れ
、
記
念

絵
葉
書
【
写
真
２
】
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
（2

）
。
護
国
塔
に
つ
い
て
は
、
ま
た
の
機
会

に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

詩
歌
俳
句
の
課
題
に
牡
丹
・
煙
火
（
花
火
）・
競
馬
と
あ
り
ま
す
。
牡
丹
と
花
火
は

良
い
と
し
て
、
競
馬
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
「
可
睡
の
裏
山
を
南
に
降
り
た
所
」（3

）

に
可
睡
競
馬
場
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
発
着
所
の
前
に
見
物
用
の
桟
敷
が
あ
り
、

山
の
斜
面
を
利
用
し
て
杉
皮
葺
き
の
馬
小
屋
が
あ
っ
た
（4

）

そ
う
な
の
で
す
が
、
紹
介

し
て
い
る
文
章
が
、「
競
馬
場
が
あ
っ
た
気
が
す
る
の
で
す
け
ど
、
記
憶
違
い
で
し
ょ

う
か
、
ご
存
知
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら…

…

」
と
い
う
も
の
な
の
で
、
確
実
な

こ
と
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。 

名
物
料
理
欄
に
は
「
座
禅
豆
・
百
合
牡
丹
・
巻
葉
寿
司
・
里
芋
音
止
め
煮
」
と
あ
り

ま
す
。
座
禅
豆
・
巻
葉
寿
司
・
里
芋
音
止
め
煮
は
、
正
確
に
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
大

体
ど
ん
な
も
の
か
想
像
は
つ
く
の
で
す
が
、
百
合
牡
丹
に
つ
い
て
は
ど
ん
な
も
の
か

よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
和
菓
子
、
練
り
切
り
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。 

五
月
（
五
番
目
）
の
法
多
【
写
真
３
】、
名
所
は
「
厄
除
観
世
音
・
尊
永
寺
・
八
十

八
ヶ
所
行
道
」。
名
物
料
理
は
「
さ
ゝ
な
き
す
し
・
ハ
ッ
タ
ト
ギ
ス
・
松
茸
焙
烙
む
し
・

串
団
子
」
と
の
こ
と
で
す
。「
さ
ゝ
な
き
す
し
」
と
「
ハ
ッ
タ
ト
ギ
ス
」
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
り
ま
せ
ん
。「
串
団
子
」
は
、
今
の
厄
除
だ
ん
ご
に
通
じ
る

も
の
で
し
ょ
う
。 

【写真２】〔護国塔除幕開塔式紀念絵葉書〕 

【写真３】 

「五月 法多」 



651 

 

七
月
（
七
番
目
）
油
山
の
名
所
は
「
瑠
璃
光
薬
師
・
三
重
塔
・
油
山
寺
・
る
り
の
瀧
」

で
す
。
名
物
料
理
は
「
瀧
吸
物
・
豆
腐
の
ぐ
ず
煮
・
ジ
ヤ
ガ
芋
三
和
酢
・
炒
豆
麦
め

し
」
。
知
ら
な
い
け
れ
ど
、
な
ん
と
な
く
想
像
が
つ
き
ま
す
。「
瀧
吸
物
」
は
、
お
吸
い

物
に
「
瀧
」
と
付
け
た
だ
け
の
よ
う
な
気
も
し
ま
す
が
、
ま
あ
良
い
で
し
ょ
う
。「
ジ

ヤ
ガ
芋
三
和
酢
」
じ
ゃ
が
い
も
を
酢
で
和
え
た
よ
う
で
す
が
、
じ
ゃ
が
い
も
と
酢
っ

て
、
組
み
合
わ
せ
と
し
て
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
。
私
は
酸
っ
ぱ
い
の
は
苦
手
な
の

で
、
興
味
が
お
あ
り
の
方
は
、
雰
囲
気
で
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

九
月
（
九
番
目
）
山
梨
。「
月
見
里
」
は
「
や
ま
な
し
」
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
難

読
苗
字
で
お
な
じ
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

名
所
に
「
高
平
大
仏
・
板
築
橋
・
飯
田
城
趾
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
高
平
大
仏
（
高

平
山
遍
照
寺
に
あ
る
胎
蔵
大
日
如
来
坐
像
／
森
町
指
定
文
化
財
）
と
飯
田
城
趾
は
、

ど
ち
ら
も
飯
田
（
現
森
町
）
の
文
化
財
で
す
ね
。
こ
の
頃
に
も
飯
田
と
山
梨
は
別
だ

っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
が
、
篩
月
荘
主
人
と
い
う
人
物
は
、
山
梨
や
飯
田
の

あ
た
り
に
詳
し
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

名
物
料
理
の
「
筏
鮠
・
蒲
穂
焼
・
月
見
キ
ャ
ベ
ツ
・
タ
カ
ヒ
ラ
イ
ス
」
は
、
想
像
が

つ
く
よ
う
な
つ
か
な
い
よ
う
な
。「
筏
鮠
」
は
、
ハ
ヤ
（
コ
イ
科
の
淡
水
魚
で
す
）
を

イ
カ
ダ
の
よ
う
に…

…

焼
き
魚
で
す
か
ね
？ 

蒲
穂
焼
は
、
蒲
焼
き
の
よ
う
な
も
の
か
、
き
り
た
ん
ぽ
状
の
焼
き
物
か
。
月
見
キ

ャ
ベ
ツ
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
を
切
っ
た
真
ん
中
に
卵
を
落
と
し
た
も
の
が
想
像
さ
れ
ま
す

が
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

タ
カ
ヒ
ラ
イ
ス
は
、
ど
ん
な
も
の
か
全
く
想
像
つ
か
な
い
の
で
す
が
、
誰
か
、
勘

で
良
い
の
で
、
雰
囲
気
で
作
っ
て
み
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
ね
？ 

名
前
の
響
き
は

と
て
も
良
い
感
じ
な
の
で
す
よ
。 

 

十
月
（
十
番
目
）
の
浅
羽
は
、
名
所
に
「
見
渡
す
か
ぎ
り
の
大
耕
地
・
延
命
院
」
と

あ
り
ま
す
が
、「
見
渡
す
か
ぎ
り
の
大
耕
地
」…

…

。
ま
あ
、「
浅
羽
一
万
石
」
で
す
か

ら
ね
。
名
物
料
理
「
紫
蘇
め
し
・
深
山
焼
中
和
酢
・
鴨
の
骨
た
ゝ
き
・
柚
子
み
そ
風
呂

吹
」
は
分
か
り
や
す
い
名
前
で
す
ね
。「
深
山
焼
」
は
、
魚
の
焼
き
物
で
と
き
ど
き
見

か
け
ま
す
が
、
具
体
的
に
ど
ん
な
焼
き
方
を
指
す
の
か
、
調
べ
て
も
よ
く
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。「
柚
子
み
そ
風
呂
吹
」
は
、
風
呂
吹
き
大
根
に
柚
味
噌
を
つ
け
た
も
の

で
し
ょ
う
。
料
理
再
現
に
挑
戦
す
る
な
ら
、
ま
ず
は
浅
羽
か
ら
、
で
す
か
ね
。 

 

十
二
月
（
十
二
番
目
）
袋
井
【
写
真
４
】。
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
「
斜
陽
駅
」
と
あ

り
ま
す
が
、「
斜
陽
」…

…

。「
斜
陽
」
に
「
没
落
」
の
意
味
が
付
い
た
の
は
太
宰
治
以

降
で
、
太
宰
治
の
『
斜
陽
』
は
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
な
の
で
、「
中
遠
十
二

勝
並
名
物
料
理
」
で
は
「
夕
陽
」
の
意
味
だ
と
思
い
ま
す
が
、「
夕
陽
の
駅
」
で
す
か
。

「
駅
」
は
、
国
鉄
の
袋
井
駅
か
、
東
海
道
五
十
三
次
の
「
袋
井
宿
」
を
指
し
て
い
る
の

か
、
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
多
分
袋
井
宿
の
方
か
な
、
と
考
え
て
い
ま
す
。 

名
所
は
「
天
理
教
山
名
大
教
会
・
桜
ヶ
丘
・
入
る
日
の
静
橋
」。
夕
陽
と
か
日
没
を

や
た
ら
と
推
し
て
い
ま
す
ね
。
十
二
の
地
点
の
内
、
袋
井
だ
け
、
な
ぜ
か
時
間
の
要

素
が
前
面
に
出
て
い
ま
す
が
、
何
か
意
図
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

詩
歌
俳
句
の
課
題
「
小
春
・
掛
乞
・
さ
く
ら
」。「
小
春
」（
小
春
日
和
）
は
良
い
と

し
て
、「
掛
乞
」（
か
け
ご
い
）
は
、
年
末
の
借
金
取
立
の
こ
と
で
、
季
節
感
を
出
す
の

に
使
わ
れ
る
そ
う
で
す
。「
さ
く
ら
」
は
、
十
二
月
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
ど
う
な
の
で

し
ょ
う
。 

名
物
料
理
「
牛
蒡
の
く
る
み
和
へ
・
ド
ビ
ー
グ
ラ
ス
（
材
料
）・
リ
ボ
ン
フ
ラ
イ
・

四
季
の
よ
せ
鍋
」
の
内
、「
牛
蒡
の
く
る
み
和
へ
」
と
「
四
季
の
よ
せ
鍋
」
は
な
ん
と

な
く
分
か
り
ま
す
（
と
は
い
え
四
季
の
よ
せ
鍋
は
十
二
月
と
い
う
設
定
に
合
致
し
な

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
や
は
り
「
～
月
」
は
た
だ
の
飾
り
な
の
で
し
ょ
う
）。 

【写真４】 

「十二月 袋井」 
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献立 内容 献立 内容

もち □より

里芋 □□こし

大こん かニ入板

青み なすし

蛤吸物 蛤 □□□□ ―

九重湯 桜花 寿し ―

ツルノ子 青み

玉子 板

鯉こく 切入

うど だるま長芋

金とん 亀竹

都鳥入洋かん（羊羹） うら白椎竹

かニ蒲 のし蒲

二色玉子 トンボ若なやき

小鯛 人参

とりだん子 〆鯖

作り身 竹子

ツマ 生ふ

花わさび ふき

甘たい姿焼 竹の子

よせ牛房 松半

宝きんちやく 花之わん

うど 香物 ―

木瓜 えび

生が（生姜） 板

たこ リンゴ

バナナ

竹の子

判読困難箇所は「□」とした。

史料原本で線が引かれた箇所は枠を太くした。

注記は（　）で括って付した。

史料原本に記載が無い箇所は「―」とした。

口取

福沙吸物

吸物

替り鉢

さし身

お平

生盛

猪口

餅吸物

御菓子

坪

篭盛

寿の物

（酢の物）

鉢者

【表１】（昭和６年〈1931〉か）「式」（本書５号）
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献立 内容 献立 内容

八寸 ― 吉野えび

御祝儀御吸物 蛤吸物 わさびせん

切身 本膳 ―

□松葉うと 手綱うと

白髪大根 庚草いか

松魚 寿登利魚

かさねさより 日〻□鶴

桧扇胡瓜 金時生姜

花わさび 御肴

富士色小倉金豆 中み入蒲鉾

金玉かん 青み

錦蒲鉾 千代口（猪口） 甘煮

手綱君寿し 葉寿

小串魚照やき 竹之子

弐色あしやら 椎竹

切身 小串魚

糸引いか 蝶形長芋

青み 御飯 ―

やき肴 御汁 ―

重昆布 香之物 ―

いか

竹之子

富貴（ふき＝蕗）

うと

まめ

判読困難箇所は「□」とした。

注記は（　）で括って付した。

史料原本に記載が無い箇所は「―」とした。

口洗吸物

【表２】（昭和６年〈1931〉か）「献立」（本書６号）

池盛

御坪

平

甘煮

鉢肴

吸物

口取

御さしみ

御座付味噌吸物
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同
僚
の
髙
塚
さ
ん
が
調
べ
て
く
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、「
ド
ビ
ー
グ
ラ
ス
」
は
デ
ミ
グ

ラ
ス
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
「
リ
ボ
ン
フ
ラ
イ
」
に
つ
い
て
は
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
。 

 
二 

日
常
の
食
を
知
る
こ
と
は
難
し
い 

  

こ
う
し
た
名
物
料
理
は
、
面
白
い
話
題
で
は
あ
る
も
の
の
、
日
常
の
食
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
架
空
の
メ
ニ
ュ
ー
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

日
常
の
食
を
知
る
た
め
に
は
、
買
い
物
帳
簿
な
ど
か
ら
、
日
常
的
に
ど
ん
な
食
材

を
買
っ
て
い
る
か
を
調
べ
て
、
そ
こ
か
ら
ど
ん
な
料
理
が
考
え
ら
れ
る
か
、
と
い
う

検
討
を
す
る
、
料
理
書
を
調
べ
る
、
毎
日
何
を
食
べ
た
か
を
律
儀
に
日
記
に
書
く
奇

特
な
人
の
日
記
に
巡
り
逢
う
、
と
い
っ
た
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

買
い
物
帳
簿
の
分
析
は
、
か
な
り
時
間
が
か
か
る
の
で
、
今
回
は
ち
ょ
っ
と
無
理

で
す
。 

 

料
理
書
は
、
袋
井
市
周
辺
の
日
常
食
を
書
い
た
よ
う
な
料
理
書
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

詳
細
な
日
記
を
書
い
て
い
る
人
も
、
昭
和
戦
時
期
の
袋
井
市
域
で
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

そ
れ
だ
け
日
常
（
褻
）
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
す
が
、
一
方
で
、
晴
れ
の
日
の

献
立
は
、
比
較
的
史
料
が
残
り
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
別
な
こ
と
は
、
記
録

に
残
そ
う
と
い
う
気
持
ち
が
働
き
や
す
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

「
中
遠
十
二
勝
並
名
物
料
理
」
と
同
じ
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
、
長
溝
の
結
婚

で
出
さ
れ
た
料
理
の
献
立
と
み
ら
れ
る
史
料
が
残
っ
て
い
ま
す
（
本
書
五
号
・
六
号
）。

献
立
は
、
内
容
の
異
な
る
も
の
が
二
点
あ
り
、
も
し
か
し
た
ら
別
の
機
会
の
献
立
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
の
結
婚
関
係
史
料
を
ま
と
め
た
塊
に

入
っ
て
い
る
も
の
な
の
で
、
挙
式
と
披
露
宴
な
ど
、
結
婚
の
中
の
料
理
を
振
る
舞
う

別
の
機
会
で
出
さ
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
か
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。 

 

長
い
史
料
な
の
で
、
表
に
ま
と
め
て
前
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。
読
み
に
く
い

と
こ
ろ
、
意
味
が
取
り
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
私
も
完
全
に
は
読
め
て
い
な
い
の

で
す
が
、
い
く
つ
か
意
味
が
分
か
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
表
中
に
（ 

）
で
注
記
を

し
ま
し
た
。 

 

と
り
あ
え
ず
、
色
々
な
料
理
が
出
さ
れ
て
、
か
な
り
豪
勢
だ
っ
た
ん
だ
な
、
と
い

う
こ
と
を
御
確
認
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
特
に
「
献
立
」（
本
書
六
号
）
の
方

に
は
、
末
尾
に
近
い
あ
た
り
に
、
鉛
筆
で
「
御
酒
一
□
付
／
外
ニ
寿
司
二
人
前
打
候

十
一
人
前 

一
人
前
三
円
五
十
銭
づ
ゝ
」（5

）

と
あ
り
、
献
立
に
書
か
れ
て
い
る
ほ
か

に
寿
司
も
取
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

こ
れ
が
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
一
月
十
六
日
の
上
浅
羽
村
「
生
活
新
体
制
実

践
要
項
」
を
見
る
と
、
結
婚
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
「
生
活
新
体
制
」
が
提
示
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
【
写
真
５
】
。 

 

（
前
略
） 

(1) 

結

婚

ニ

就

テ 

① 

見

合 ―
―

 

自
宅
若
シ
ク
ハ
是
ニ
準
ズ
ル
所
ヲ
選
ビ
簡
素
ヲ
旨
ト
シ

高
価
ナ
服
装
ヤ
饗
応
ハ
絶
対
ニ
セ
ザ
ル
コ
ト 

② 

結

納 ―
―

 

儀
礼
ノ
程
度
ト
シ
最
高
百
円
ニ
限
リ
結
納
返
シ
ハ
結
納

金
ノ
二
割
程
度
ト
ス 

③ 

式

服 ―
―

 

式
服
ハ
団
服
制
服
等
ヲ
利
用
シ
得
ル
場
合
ハ
必
ズ
之
ニ

依
リ
然
ラ
ザ
ル
場
合
ニ
モ
簡
素
ナ
ル
一
着
ニ
限
リ
花
嫁

ハ
留
袖
以
下
ト
シ
花
婿
ハ
平
服
ニ
儀
礼
章
振
袖
裲
襠
胸

模
様
等
ハ
全
廃
ス 

④ 

支

度 ―
―

 

花
嫁
花
婿
共
最
高
箪
笥
一
棹
夜
具
入
一
組
ト
ス 

⑤ 
挙

式 ―
―

 

神
社
家
庭
又
ハ
公
共
ノ
場
所
ヲ
主
ト
シ
簡
素
厳
粛
ニ
行

ヒ
式
ハ
土
人
披
露
ヲ
通
ジ
テ
一
日
限
リ
ト
シ
十
二
時
前

ニ
終
了
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
但
シ
一
方
宅
ニ
於
テ
挙
式
ス
ル

モ
可
ナ
リ 
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⑥ 

披
露
宴 

―
―

 

可
成
小
範
囲
ヲ
原
則
ト
シ
簡
単
ナ
ル
小
宴
（
料
理
代
ハ

一
人
当
リ
四
円
以
下
ト
シ
酒
ハ
一
人
二
合
ヲ
限
度
ト
ス
）

ニ
止
メ
引
物
ハ
絶
対
ニ
廃
止
ス
土
人
披
露
ハ
式
後
ニ
行

ヒ
饗
応
ハ
茶
菓
ノ
程
度
ト
ス 

⑦ 
婚
姻
届 

―
―

 

結
婚
式
場
デ
媒
酌
人
印
鑑
持
参
、
署
名
捺
印
ノ
上
作
製

ス
ル
コ
ト 

（
後
略
）
（6

） 

  

こ
の
史
料
の
全
体
は
本
書
「
生
活
」
の
項
も
御
参
照
く
だ
さ
い
。
⑥
披
露
宴
の
箇

所
に
「
簡
単
ナ
ル
小
宴
（
料
理
代
ハ
一
人
当
リ
四
円
以
下
ト
シ
酒
ハ
一
人
二
合
ヲ
限

度
ト
ス
）
ニ
止
メ
」
と
あ
り
ま
す
。
料
理
代
は
一
人
当
り
四
円
以
内
と
の
こ
と
で
す

が
、
先
の
「
献
立
」（
本
書
六
号
）
の
末
尾
近
く
の
鉛
筆
書
の
文
言
を
見
る
と
、
文
意

が
取
り
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
献
立
と
は
別
の
追
加
メ
ニ
ュ
ー
で
、
一
人

当
り
三
円
五
十
銭
で
し
た
。 

 

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
か
ら
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
ま
で
の
十
年
間
で
、
結

婚
式
の
予
算
が
、
か
な
り
変
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
昭
和
十
六
年
（
一

九
四
一
）
だ
と
、
戦
時
期
の
物
価
変
動
は
大
き
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
予
算
が
、
昭
和
六

年
（
一
九
三
一
）
の
頃
の
追
加
メ
ニ
ュ
ー
く
ら
い
に
下
げ
ら
れ
た
一
方
で
、
物
価
は

物
資
不
足
に
よ
り
高
騰
し
て
い
た
で
し
ょ
う
か
ら
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
の

メ
ニ
ュ
ー
は
、
よ
り
さ
さ
や
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
戦
争
が
「
食
」
に
入
り
込
む
と
き
に
は
、
食
の
制
限
、
と
い
う
形
を

取
り
ま
し
た
。 

 

輸
入
制
限
に
よ
り
物
資
不
足
が
起
こ
り
、
物
価
高
騰
も
起
こ
る
。
そ
し
て
食
が
制

限
さ
れ
る
、
と
い
う
わ
け
で
す
。
直
接
的
に
食
糧
が
無
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
燃
料
と
な
る
石
油
の
輸
入
が
激
減
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
諸
生
産
の
減

衰
が
起
こ
り
、
ま
た
、
燃
料
不
足
に
よ
り
化
学
肥
料
の
生
産
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と

で
、
農
業
生
産
も
厳
し
く
な
る
、
と
い
う
悪
循
環
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
あ
た
り
の

事
情
は
本
書
「
石
油
」「
肥
料
」
の
項
も
御
参
照
く
だ
さ
い
。 

 

三 

見
舞
と
甘
味 

  

こ
の
後
、
昭
和
戦
時
期
の
食
糧
難
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
と
思
う
の
で
す
が
、

結
婚
式
の
献
立
が
登
場
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
少
し
、
昭
和
初
期
の
食
、
と
言
い

ま
す
か
、
食
べ
物
を
巡
る
、
少
し
特
別
な
場
に
お
け
る
、
当
時
の
習
慣
に
関
す
る
史

料
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

次
ペ
ー
ジ
の
表
は
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
十
月
作
成
の
『
御
見
舞
受
納
帳
』（7

）

と
い
う
史
料
か
ら
、
そ
の
お
見
舞
の
品
と
そ
の
量
、
そ
し
て
値
段
を
書
き
出
し
た
も

の
で
す
。「―

」
は
史
料
に
書
か
れ
て
い
な
い
た
め
、
不
明
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い

ま
す
。 

 

ぱ
っ
と
見
て
分
か
る
こ
と
は
、「
砂
糖
」
が
大
変
多
い
こ
と
で
す
。「
白
」「
キ
ザ
ラ
」

「
ビ
ン
入
」「
ク
ズ
糖
」（
葛
糖
）
を
区
別
し
な
け
れ
ば
、
五
十
七
品
目
中
、
三
十
五
品

目
が
砂
糖
や
そ
れ
に
類
す
る
も
の
で
す
。 

こ
の
他
に
も
菓
子
が
多
く
あ
り
ま
す
か
ら
、
ず
い
ぶ
ん
な
甘
さ
で
す
。
ま
た
、「
ど

【写真５】「生活新体制実践要項」 

（本書 111 号）部分 
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り
こ
の
」
と
い
う
の
は
、
昭

和
五
年
（
一
九
三
〇
）
頃
か

ら
、
講
談
社
か
ら
発
売
さ

れ
た
謎
の
甘
い
飲
み
物
、

「
高
速
度
滋
養
料
」
で
す

【
写
真
６
】
か
ら
（8

）
、
こ
れ

ま
た
甘
い
も
の
で
す
ね
。

全
国
の
薬
店
や
食
料
品
店
、

百
貨
店
な
ど
で
、
一
円
二

〇
銭
と
い
う
中
々
の
高
額
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
（9

）
。
出
版
社
か
ら
出
さ
れ
た
栄

養
剤
と
い
う
の
も
謎
で
す
が
（1

0

）
、
実
は
、
開
発
者
が
資
料
を
全
て
処
分
し
て
し
ま
っ

た
と
か
で
、
製
法
も
謎
な
の
だ
と
か
（1

1

）
。 

 

よ
く
も
ま
あ
そ
ん
な
も
の
を
売
っ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、「
ど
り
こ
の
」
は
随

分
と
売
れ
た
そ
う
で
す
。 

ど
ん
な
効
能
が
あ
る
の
か
、
と
、
よ
せ
ば
い
い
の
に
動
物
に
投
与
し
た
研
究
者
ま

で
い
る
の
だ
か
ら
驚
く
ば
か
り
で
す
。
そ
の
結
論
は
「
体
調
を
崩
し
た
」
だ
と
か
（1

2

）
。

動
物
に
砂
糖
水
を
投
与
し
た
ら
体
調
を
崩
す
だ
ろ
う
と
、
や
る
前
か
ら
予
想
が
つ
き

そ
う
な
も
の
で
す
が
。 

ち
な
み
に
、「
ど
り
こ
の
」
は
、
静
岡
県
で
偽
物
が
密
造
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
静
岡

県
袋
井
町
（
現
袋
井
市
）
の
某
薬
店
に
は
、「
ど
り
こ
の
」
の
偽
物
を
販
売
し
た
も
の

の
、「
効
果
が
な
い
」「
味
が
変
」
と
い
っ
た
苦
情
が
相
次
い
だ
、
と
い
う
記
録
が
あ
る

そ
う
で
す
が
（1

3

）
、
そ
こ
が
ど
こ
か
は
明
か
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
し
、
知
っ
て
何
か
意
味

の
あ
る
こ
と
で
も
な
い
の
で
、
そ
れ
以
上
は
調
べ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

閑
話
休
題
。
再
度
『
御
見
舞
受
納
帳
』
の
砂
糖
に
注
目
し
ま
す
と
、
そ
の
量
の
多
さ

品目 金額

御菓子（饅頭） ― 約50銭

御菓子（カステラ） 3 本 約１円

果物（梨） ― 約50銭

御菓子 ― 約50銭

砂糖 700 匁 ―

砂糖 600 匁 ―

御菓子 ― 約２円

砂糖 700 匁 ―

砂糖 800 匁 ―

果物（梨） ― ―

砂糖 320 匁 ―

砂糖 320 匁 ―

砂糖 400 匁 ―

砂糖（白） 700 匁 ―

砂糖（キザラ） 1000 匁（１貫匁）―

菓子 ― 約50銭

菓子 ― 約１円30銭

どりこの 1 ―

どりこの 1 ―

砂糖 200 匁 ―

砂糖 200 匁 ―

菓子（もなか） 50 ―

砂糖 200 匁 ―

砂糖 200 匁 ―

砂糖 500 匁 ―

葡萄酒 1 ―

菓子 ― 約50銭

砂糖 300 匁 ―

砂糖 300 匁 ―

砂糖 300 匁 ―

砂糖 200 匁 ―

砂糖 200 匁 ―

砂糖 400 匁 ―

砂糖 300 匁 ―

砂糖 320 匁 ―

砂糖 320 匁 ―

砂糖 500 匁 ―

菓子 ― 約40銭

砂糖（ビン入） 400 匁 ―

菓子 ― 約１円

クズ糖 ― 70銭

砂糖 300 匁 ―

砂糖 350 匁 ―

砂糖 500 匁 ―

砂糖 400 匁 ―

生魚・菓子 ― 約１円20銭

菓子 ― 約35銭

砂糖 2 斤 ―

砂糖 400 匁 ―

菓子 ― 約35銭

砂糖 320 匁 ―

砂糖 200 匁 ―

砂糖 300 匁 ―

菓子 ― 約50銭

漬物 1 ―

どりこの 1 ―

菓子（カステラ） 3 本 ―

【表３】「昭和九年十月『御見舞受納帳』内容一覧」

量

【写真６】「どりこの」 

『御見舞受納帳』より 
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に
も
驚
き
ま
す
。

「
ク
ズ
糖
」
は
量

が
分
か
ら
な
い

の
で
、
そ
れ
以
外

の
砂
糖
類
の
量

を
合
計
し
ま
す

と
、
一
二
一
五
〇

匁+

二
斤
。
斤
は

い
ろ
い
ろ
な
換

算
方
法
が
あ
り

ま
す
が
、
一
般
的

な
一
斤
＝
一
六

〇
匁
で
計
算
し

ま
す
と
、
約
四
五

五
六
二
．
五
グ
ラ

ム
と
約
一
．
二
キ

ロ
グ
ラ
ム
に
な

り
ま
す
か
ら
、
砂
糖
類
は
合
計
で
約
四
六
．
七
六
二
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
食
べ
き

る
の
は
難
し
そ
う
な
量
で
す
ね
【
写
真
７
】。 

 

砂
糖
の
製
法
は
、
二
千
年
く
ら
い
前
の
イ
ン
ド
で
発
達
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
の

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
に
は
、
既
に
、
純
度
ご
と
に
異
な
る
砂
糖
の
名
称
ま
で
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
の
内
の
、
よ
く
登
場
す
る
サ
ル
カ
ラ
（sa

rk
a
ra

）
と
カ
ン
ダ
（k

h
a
n

d
a

）

と
い
う
名
称
が
、su

g
a
r

とca
n

d
y

の
語
源
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
（1

4

）
。 

そ
の
よ
う
に
古
い
歴
史
の
あ
る
砂
糖
で
す
が
、
日
本
で
は
、
正
倉
院
文
書
『
種
々

薬
帳
』
に
「
蔗
糖
二
斤
十
二
両
三
分
并
埦
」
と
あ
る
記
録
（
天
平
勝
宝
八
年
〈
七
五

六
〉
）
が
、
最
古
の
砂
糖
史
料
と
の
こ
と
で
す
（1

5

）
。
史
料
名
か
ら
分
か
る
通
り
、
蔗

糖
（
砂
糖
）
の
用
途
は
薬
種
で
し
た
（1

6

）
。 

日
本
で
砂
糖
が
食
料
品
と
し
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
ら
か
で
は

な
い
も
の
の
、
室
町
時
代
、
十
四
世
紀
頃
の
こ
と
の
よ
う
で
す
（1

7

）
。 

も
ち
ろ
ん
砂
糖
以
前
に
も
甘
い
も
の
は
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
蜂
蜜
や
飴
（
甘

露
飴
）
、
甘
葛
煎
な
ど
で
し
た
（1

8

）
。 

 

甘
味
は
、
古
代
に
は
、
王
権
の
根
幹
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
（
天
皇
の
徳
の
象
徴

と
し
て
、『
日
本
書
紀
』
や
『
延
喜
式
』
な
ど
に
登
場
）
珍
重
さ
れ
て
い
ま
し
た
（1

9

）
。 

 

一
方
、
古
代
の
庶
民
に
と
っ
て
の
甘
味
の
代
表
格
は
栗
で
す
。
こ
の
他
に
様
々
な

果
物
も
食
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
栗
は
税
制
的
に
も
特
別
な
扱
い
を
受
け
て
い
ま

し
た
（2

0

）
。
税
制
上
の
扱
い
な
ど
は
、
話
せ
ば
長
く
な
る
の
で
、
注
の
参
考
文
献
を
探

し
て
読
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

 

日
本
で
砂
糖
が
あ
る
程
度
以
上
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
室
町
時
代
以

降
の
こ
と
で
す
。
日
明
貿
易
が
き
っ
か
け
か
な
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
砂
糖
羊
羹
」

や
「
砂
糖
饅
頭
」、「
砂
糖
餅
」
な
ん
て
も
の
が
登
場
し
ま
し
た
（2

1

）
。 

 

砂
糖
は
、
室
町
時
代
に
は
堺
に
集
荷
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
東
へ
輸
出
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
当
時
、
砂
糖
は
舶
来
物
の
高
級
品
で
し
た
。
で
す
が
、
貧
乏
で
有
名
な
貴

族
、
山
科
言
継
が
自
分
へ
の
ご
褒
美
と
し
て
、
砂
糖
餅
を
肴
に
酒
を
飲
ん
で
い
ま
す

（2
2

）

の
で
、
が
ん
ば
れ
ば
手
に
入
る
く
ら
い
の
値
段
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

お
見
舞
に
甘
い
も
の
な
ど
を
贈
る
習
慣
は
、
確
実
に
中
世
く
ら
い
ま
で
は
さ
か
の

ぼ
り
ま
す
。
平
安
時
代
の
記
録
で
、
蜂
蜜
を
な
め
た
、
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

分
析
で
き
る
だ
け
の
量
の
記
録
が
残
り
、
確
実
に
習
慣
と
し
て
定
着
し
て
い
た
と
言

え
る
の
は
、
中
世
か
ら
で
す
。 

 
そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
甘
い
も
の
は
世
界
中
で
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
永
遠
の
謎
で
す
。
雑
に
考
え
て
み
る
と
、
栄
養
価
、
と
い
う
か
カ
ロ
リ
ー

が
極
め
て
高
い
た
め
、
食
べ
る
と
一
応
は
元
気
が
出
る
か
ら
、
と
い
う
こ
と
が
理
由

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

十
五
世
紀
に
は
、
足
利
義
持
の
病
気
に
、
様
々
な
人
が
蜜
柑
（
今
の
品
種
改
良
さ

れ
た
「
ミ
カ
ン
」
よ
り
も
ず
っ
と
す
っ
ぱ
い
品
種
だ
ろ
う
、
と
言
わ
れ
て
い
る
）
を
贈

【写真７】『御見舞受納帳』（本書９号） 
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っ
た
例
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
薬
と
し
て
贈
ら
れ
て
い
ま
す
（2

3

）
。 

 
こ
う
し
た
中
世
の
お
見
舞
な
ど
の
贈
答
に
つ
い
て
は
、
勧
進
な
ど
と
同
じ
で
、
多

く
の
人
々
が
寄
付
を
出
し
合
っ
て
、
共
通
の
目
的
（
事
業
）
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
、

と
い
う
、
中
世
に
は
一
般
的
だ
っ
た
発
想
が
根
底
に
あ
っ
た
の
で
は
、
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
す
。
お
見
舞
で
は
、
目
的
は
病
気
の
快
復
、
と
い
う
わ
け
で
す
。
お
見
舞
に

医
師
を
派
遣
し
た
、
と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
直
接
的
な
お
見
舞
の
品
（
人
）

で
す
ね
（2

4

）
。 

 

ま
た
、
お
見
舞
を
贈
る
こ
と
と
そ
の
お
返
し
の
背
景
に
は
、
中
世
の
贈
答
儀
礼
の

ル
ー
ル
が
存
在
す
る
、
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。 

 

中
世
に
は
、
贈
答
と
い
う
行
為
は
、
厳
密
な
ル
ー
ル
が
存
在
す
る
儀
式
で
し
た
。 

お
手
紙
を
書
く
に
も
、
相
手
と
自
分
の
身
分
の
差
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
き
ち
ん

と
そ
の
身
分
に
応
じ
た
礼
を
尽
く
し
て
書
き
、
送
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

れ
を
書
札
礼
と
言
い
ま
す
。 

 

物
の
贈
答
も
同
じ
で
、
相
手
と
自
分
の
身
分
の
差
、
そ
し
て
、
贈
っ
た
も
の
の
価

値
な
ど
を
考
慮
し
て
、
ち
ょ
う
ど
い
い
贈
答
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

ち
な
み
に
、
中
世
の
贈
答
儀
礼
で
い
う
「
ち
ょ
う
ど
い
い
」
と
は
、「
身
分
差
や
贈
り

物
の
価
値
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
お
互
い
に
同
じ
価
値
に
な
る
よ
う
に
す
る
」
で
し

た
（2

5

）
。 

 

お
見
舞
の
場
合
は
、
い
ざ
自
分
が
病
気
に
な
っ
た
時
に
は
よ
ろ
し
く
、
と
い
う
意

味
が
含
ま
れ
た
贈
答
で
あ
っ
て
、
互
酬
的
な
も
の
だ
ろ
う
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
（2

6
）
。

で
す
が
、
中
世
に
は
、
一
度
儀
礼
の
世
界
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
贈
答
は
踏
襲
す

べ
き
「
例
」
（
先
例
）
と
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

一
度
で
も
贈
答
を
受
け
入
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
や
め
ら
れ
な
い
の
で
す
（2

7

）
。
恐
ろ
し

い
で
す
ね
。 

 

こ
う
し
て
中
世
の
こ
と
を
延
々
お
話
し
た
の
に
は
、
も
ち
ろ
ん
意
味
が
あ
り
ま
す
。

と
言
う
の
も
、
今
回
ご
紹
介
し
た
『
御
見
舞
受
納
帳
』
を
は
じ
め
と
す
る
現
代
の
御

見
舞
や
お
中
元
そ
の
他
の
贈
答
に
は
、
中
世
の
贈
答
儀
礼
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
、

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。 

 

『
御
見
舞
受
納
帳
』
で
は
、
貰
っ
た
も
の
の
値
段
が
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
お
返
し
を
す
る
と
き
に
、
ど
の
く
ら
い
の
も
の
を
持
っ
て
い
け
ば
い
い
か
を
決

め
る
た
め
の
目
安
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
空
欄
は
、
お
返
し
を
し
な
か
っ
た
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
単
に
値
段
が
分
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
だ
け
で
し
ょ
う
）。

大
量
の
砂
糖
も
、
純
粋
に
使
用
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
贈
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
贈

答
儀
礼
の
中
で
、「
こ
の
く
ら
い
贈
る
の
が
ち
ょ
う
ど
い
い
か
な
」
と
判
断
し
て
の
こ

と
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

勿
論
、
中
世
と
近
代
、
昭
和
で
は
時
代
が
違
い
ま
す
。
昭
和
に
は
昭
和
の
贈
答
儀

礼
の
理
論
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
本
書
「
生
活
」
の
項
で
も
、
当
時
の
生
活
や
生
活
の

中
の
儀
礼
、
宴
会
に
関
す
る
史
料
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
右
に
見
た
御
見
舞
の
贈
答

な
ど
は
、
そ
う
し
た
生
活
の
中
の
儀
礼
に
関
わ
る
も
の
で
す
。 

 

生
活
と
生
活
に
関
わ
る
儀
礼
は
、
何
よ
り
も
人
々
の
感
覚
や
常
識
を
形
作
る
も
の

で
す
。
そ
し
て
、
日
常
の
範
疇
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
時
々
で
、「
ち
ょ
う
ど
い
い
」

対
応
（
あ
る
い
は
も
て
な
し
）
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
比
較
的
メ
モ
が
残

り
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

 

な
の
で
、
こ
う
し
た
生
活
の
中
の
儀
礼
に
関
す
る
史
料
は
紹
介
し
て
、
そ
の
内
容

を
蓄
積
し
て
い
け
ば
、
そ
の
時
期
の
（
今
回
で
言
え
ば
昭
和
初
期
の
）
生
活
と
い
う
、

歴
史
学
で
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
難
し
い
テ
ー
マ
に
迫
れ
る
の
で
す
。 

 

中
世
と
近
代
で
は
時
代
背
景
が
違
う
の
で
、
昭
和
の
贈
答
儀
礼
に
は
昭
和
の
理
論

が
あ
る
。
そ
う
申
し
挙
げ
た
ば
か
り
で
す
が
、
古
代
中
世
史
を
専
攻
し
て
い
た
身
と

し
て
は
、
皆
様
に
、
是
非
と
も
中
世
史
に
も
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
わ
け
で

す
。
と
、
言
う
わ
け
で
、
以
下
は
ち
ょ
っ
と
中
世
史
の
宣
伝
で
す
。 

 

お
見
舞
と
い
う
何
気
な
い
習
慣
の
陰
に
、
中
世
史
が
潜
ん
で
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
は
、
今
回
の
史
料
に
限
ら
ず
、
今
の
我
々
の
日
常
生
活
で
も
多
く

見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

昔
か
ら
の
習
慣
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
考
え
て
み
れ
ば
不
思
議
な
こ
と
で
す
。
時
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代
や
社
会
は
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
る
の
に…

…

。 

 
目
録
一
つ
で
、
何
百
年
も
の
歴
史
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

今
回
紹
介
し
た
の
は
、
そ
ん
な
史
料
で
す
。 

 

考
え
て
み
て
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
す
け
ど
ね
。 

 

四 

昭
和
戦
時
期
の
食
糧
難 

  

で
は
、
話
を
昭
和
戦
時
期
の
食
糧
難
に
戻
し
ま
し
ょ
う
。 

 

食
糧
は
配
給
制
と
な
り
ま
す
。
配
給
関
係
は
松
原
の
詳
細
な
史
料
が
残
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
あ
ま
り
に
み
っ
ち
り
と
細
か
く
書
か
れ
て
い
る
上
、
挟
み
込
み
文
書
も

大
量
で
し
た

の
で
、
ど
う

翻
刻
し
て
い

い
の
か
分
か

ら
な
い
、
と

い
う
状
態
で

す
【
写
真
８
】。

そ
の
た
め
、

本
書
で
は
収

録
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

今
後
の
課
題

で
す
。 

 

配
給
制
の

中
、
慢
性
的

に
食
糧
が
不

足
し
て
い
た

こ
と
を
示
す
象
徴
的
な
史
料
が
西
浅
羽
村
の
長
溝
に
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

乳
児
用
殻
粉
ノ
配
給
実
施
ノ
御
知
ラ
セ 

今
回
右
乳
児
用
殻
粉
ノ
配
給
実
施
ヲ
ス
ル
事
ト
ナ
リ
マ
シ
タ
。
是
ハ
非
常
ニ
栄

養
ノ
ア
ル
モ
ノ
デ
ス
。 

(イ)

人
口
栄
養
児 

生
後
一
ヶ
月
カ
ラ
四
ヶ
月
十
二
ヶ
月
児 

(ロ)

混
合
栄
養
児 

等
ヲ
優
先
的
ニ
、
尚
母
乳
不
足
ス
ル
乳
幼
児
ニ
モ
配
給
致
ス
事
ト
ナ
ツ
テ
居
リ

マ
ス
カ
ラ
、
該
当
之
方
ハ
部
落
会
長
サ
ン
ヲ
通
ジ
テ
御
申
込
下
サ
イ
。
詳
シ
イ

事
ハ
其
ノ
時
御
話
致
シ
マ
ス
。 

右
貴
部
落
婦
人
会
一
般
ニ
周
知
方
御
取
計
ヒ
ノ
程
御
願
ヒ
致
マ
ス
。 

三
月
十
三
日 

 
 
 
 

西
浅
羽
村
（
印
） 

婦
人
会
支
部
長
殿
（2

8

） 

  

乳
幼
児
用
に
、
母
乳
の
か
わ
り
に
穀
物
の
粉
を
、
と
い
う
訳
で
す
。「
是
ハ
非
常
ニ

栄
養
ノ
ア
ル
モ
ノ
デ
ス
」
と
あ
り
ま
す
が
、「
母
乳
不
足
ス
ル
乳
幼
児
」
の
存
在
が
決

し
て
少
な
く
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
食
糧
不
足
は
隠
し
よ
う
も

あ
り
ま
せ
ん
。
食
糧
不
足→

母
親
の
食
糧
不
足→

母
乳
不
足→

乳
幼
児
の
栄
養
不
足

と
い
う
状
況
が
慢
性
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
言
え
ま
す
。 

 

こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
本
書
「
婦
人
会
」、「
戦
争
の
時
代
の
こ
ど
も
た
ち
」
も
御

参
照
く
だ
さ
い
。 

 
食
糧
不
足
は
事
件
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
五
月
八
日
以
前
「
大
詔
奉
戴
日
通
達
事
項
」
に
は
、
砂

糖
の
配
給
に
関
す
る
注
意
書
き
が
あ
り
ま
す
。 

 

五
月
八
日 

 

大
詔
奉
戴
日
通
達
事
項 

一
、
配
給
課 

〔
穀
〕 

〔
穀
〕 

〔×

幼
時
〕 

（「
磐
田
郡
／
西
浅
羽
／
村
役
場
」
） 

【写真８】昭和 19 年（1944）12 月以降『配給簿』 

（河村傳兵衞家文書 10）本書に収録せず 
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〇
砂
糖 

其
ノ
他
配
給
ニ
関
シ
幽
霊
人
口
撲
滅
ニ
関
ス
ル
件 

『
特
配
ヲ
受
ケ
ル
場
合
ハ
切
符
ヲ
以
テ
届
出
ル

ヿ
』 

〇
幽
霊
人
口
黙
認
ノ
場
合
ニ
関
ス
ル
件 

（
後
略
）（2

9

） 

  

砂
糖
の
配
給
に
関
し
て
、「
幽
霊
人
口
」
を
撲
滅
す
る
こ
と
、
と
あ
り
ま
す
【
写
真

９
】
。「
幽
霊
人
口
」
あ
る
い
は
「
幽
霊
」
に
つ
い
て
は
、
早
川
い
く
を
の
説
明
が
分
か

り
や
す
い
も
の
で
す
。
幽
霊
人
口
と
は
、
早
川
に
よ
れ
ば
、
配
給
食
糧
を
少
し
で
も

多
く
せ
し
め
よ
う
と
、
家
庭
が
子
供
を
、
会
社
が
人
足
な
ど
の
数
を
多
く
申
告
し
た

た
め
激
増
し
た
幻
の
人
口
、
帳
簿
上
の
幽
霊
（3

0

）

で
す
。 

 

幽
霊
人
口
が
出
て
く
る
だ
け
、
砂
糖
の
配
給
が
求
め
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と

で
す
。 

 

早
川
著
書
は
、
敗
戦
後
、
昭
和
二
十
年
代
の
新
聞
記
事
を
題
材
に
、
そ
の
時
代
に

起
こ
っ
た
珍
妙
な
事
件
を
、
笑
い
を
交
え
て
紹
介
し
つ
つ
、
敗
戦
後
の
混
乱
、
犯
罪

の
増
加
、
飢
餓
の
蔓
延
を
描
く
も
の
で
す
（
あ
く
ま
で
コ
メ
デ
ィ
色
の
強
い
も
の
な

の
で
、
も
し
読
む
と
き
は
そ
の
つ
も
り
で
読
ん
で
下
さ
い
）
。
そ
の
た
め
、
紹
介
さ
れ

て
い
る
の
は
敗
戦
後
の
新
聞
記
事
な
の
で
す
が
、
敗
戦
後
の
混
乱
期
に
あ
っ
た
事
件
、

「
幽
霊
人
口
」
な
ど
の
、
当
時
の
流
行
語
と
も
言
え
る
事
件
は
、
戦
時
期
か
ら
あ
り

ま
し
た
。
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
八
月
十
日
付
け
「
西
農
第
一
六
〇
号 

家
畜
ノ

密
殺
防
止
ニ
関
ス
ル
件
」
に
登
場
す
る
「
密
殺
」
も
、
早
川
が
敗
戦
後
の
混
乱
期
に
よ

く
見
ら
れ
た
言
葉
と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

西
農
第
一
六
〇
号 

 
 
 
 

西
浅
羽
村
農
業
会
（
印
） 

昭
和
十
九
年
八
月
十
日 

各
支
部
長
殿 

家
畜
ノ
密
殺
防
止
ニ
関
ス
ル
件 

最
近
食
肉
ノ
逼
迫
ニ
伴
ヒ
、
全
国
的
ニ
家
畜
ノ
密
殺
行
為
頻
発
シ
、
益
〻
増
加

ノ
趨
勢
ニ
ア
ル
ハ
、
軍
需
並

国
民
生
活
必
需
品
タ
ル
食
肉
及
時
局
下
重
要
軍
需
品

タ
ル
皮
革
並

血
液
ノ
資
源
確
保
ニ
或
ハ
人
畜
保
健
衛
生
上
誠
ニ
憂
慮
ニ
堪
ヘ
ザ

ル
モ
ノ
有
レ

之
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
家
畜
ノ
増
殖
ニ
及
ボ
ス
影
響
少
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
有

レ

之
趣
キ
ヲ
以
テ
、
今
般
県
並

郡
当
局
ヨ
リ
之
ガ
防
止
ト
取
纏
強
化
ニ
付
通
牒
有

レ

之
候
間
、
貴
管
下
一
般
当
業
者
ヘ
周
知
方
御
配
意
相
成
度
、
此
段
及
二

御
依 

頼
一

候
也
。（3

1

） 

  

「
密
殺
」
と
い
う
の
は
、
他
人
の
家
畜
を
盗
ん
で
密
か
に
屠
殺
、
そ
の
肉
を
ヤ
ミ
屋

に
売
り
飛
ば
す
こ
と
で
す
（3

2

）
。
食
糧
難
の
時
代
に
は
、
そ
う
し
た
犯
罪
も
発
生
し
て

い
ま
し
た
【
写
真
10
】。 

（
鉛
筆
） 

（
一
九
四
四
） 

（「
磐
田
郡
／
西
浅
羽
／
村
農
会
」） 

【写真９】 

「幽霊人口」 

（本書 238 号） 

【写真 10】「密殺」（本書 255 号） 
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「
西
農
第
一
六
〇
号 

家
畜
ノ
密
殺
防
止
ニ
関
ス
ル
件
」
を
見
る
と
、
昭
和
十
九

年
（
一
九
四
四
）
の
夏
頃
に
密
殺
が
流
行
り
だ
し
た
よ
う
な
書
き
ぶ
り
で
す
。
軍
需

な
ら
び
に
国
民
生
活
必
需
品
で
あ
る
食
肉
、
重
要
軍
需
品
で
あ
る
皮
革
と
血
液
の
た

め
に
、
家
畜
が
飼
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
袋
井
市
域
で
の
昭
和
戦

時
期
に
お
け
る
牧
畜
の
話
は
あ
ま
り
聞
き
ま
せ
ん
が
、
ど
の
く
ら
い
行
な
わ
れ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。
今
後
史
料
が
見
つ
か
れ
ば
良
い
の
で
す
が
。 

 

軍
需
品
の
「
血
液
」
は
、
何
に
使
う
の
で
し
ょ
う
か
。
青
い
絵
の
具
を
作
る
と
は
思

え
な
い
の
で
、
血
清
な
ど
を
作
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
早
川
著
書
が
紹
介
す
る
密
殺

の
事
例
は
、
ま
さ
に
血
清
用
の
牛
の
密
殺
事
件
で
し
た
。 

 

右
の
文
書
で
「
或
ハ
人
畜
保
健
衛
生
上
誠
ニ
憂
慮
ニ
堪
ヘ
ザ
ル
モ
ノ
」
と
あ
る
通

り
で
す
。 

 

こ
う
し
た
食
糧
難
の
時
期
に
、
史
料
に
数
多
く
登
場
す
る
食
糧
が
あ
り
ま
す
。
馬

鈴
薯
で
す
。
馬
鈴
薯
＝
じ
ゃ
が
い
も
出
荷
に
関
す
る
史
料
は
本
書
に
も
い
く
つ
か
収

録
し
ま
し
た
が
、
当
時
の
馬
鈴
薯
が
担
っ
て
い
た
役
割
を
伝
え
る
史
料
は
、
昭
和
十

九
年
（
一
九
四
四
）
五
月
付
け
「
決
戦
下
の
主
食
糧
勝
抜
く
為
に
大
切
な
馬
鈴
薯
」
で

す
【
写
真
11
】
。 

 

決
戦
下
の
主
食
糧 

勝
抜
く
為
に
大
切
な
馬
鈴
薯 

◎
一
粒
も
腐
ら
さ
ぬ
様
に 

食
糧
国
策
に
添
ひ
皆
さ
ん
の
御
奮
闘
に
依
つ
て
、
今
年
の
馬
鈴
薯
も
予
定

通
り
増
産
が
出
来
ま
し
た
。
此
の
馬
鈴
薯
は
一
粒
も
腐
ら
さ
ぬ
様
に
割
当

通
り
必
ず
供
出
し
て
国
家
の
お
役
に
立
て
値
上
げ
し
た
政
府
の
親
心
に
応

へ
ま
せ
う
。 

◎
今
年
の
馬
鈴
薯
は 

一
、
供
出
さ
れ
た
も
の
は
立
派
に
お
米
の
代
替
に
す
る
様
政
府
は
非
常
に

期
待
し
て
居
り
ま
す
。 

二
、
割
当
数
量
も
多
く
、
輸
送
関
係
が
貨
車
も
、
ト
ラ
ツ
ク
も
、
人
手
も
不

足
し
て
居
る
の
で
掘
取
つ
て
直
ぐ
出
荷
す
る
と
夥
し
い
滞
貨
と
な
り
腐

敗
を
生
じ
、
お
米
の
代
替
に
な
り
ま
せ
ん
。 

◎
腐
敗
防
止
と
平
均
出
荷
は
是
非
必
要 

一
、
掘
取
は
必
ず
晴
天
を
選
ん
で
行
ふ
こ
と
。 

二
、
収
穫
後
は
風
乾
を
完
全
に
し
て
腐
ら
ぬ
薯
と
な
し
何
時
で
も
農
業
会

の
指
図
に
よ
つ
て
出
す
こ
と
の
出
来
る
様
に
致
し
ま
せ
う
。 

三
、
浸
水
し
た
も
の
や
、
雨
天
掘
其
の
他
腐
敗
の
惧
れ
あ
る
も
の
は
必
ず

別
に
す
る
こ
と
。 

◎
簡
易
で
便
利
な
竹
囲
式

．
．
． 

風
乾
は
便
利
な
竹
囲
式
を
御
奨
め
し
ま
す
。
之
は
岡
山
県
で
既
に
好
成
績

を
挙
げ
本
県
で
も
昨
年
数
ヶ
所
で
実
施
し
農
家
に
便
利
が
ら
れ
た
も
の
で

す
か
ら
之
に
よ
る
貯
蔵
を
励
行
し
て
下
さ
い
。 

○
竹
囲
の
作
り
方
と
材
料 

一
、
風
通
よ
く
便
利
な
個
所
に
地
上
五
寸
乃
至
一
尺
位
の
高
さ
の
処
に

竹
で
底
と
周
囲
を
囲
み
藁
又
は
麦
稈
等
で
屋
根
を
設
け
る
こ
と
。 

二
、
材
料
は
次
の
如
く
可
成
自
家
に
有
る
も
の
を
使
ふ
こ
と
。 

杭
木
（
稲
架
用
）
囲
竹
（
煙
草
竿
）
屋
根
及
覆
（
藁
、
麦
稈
、
菰
、
古

菰
等
）
縄 

三
、
巾
は
二
尺
五
寸
以
内
（
二
尺
以
上
）
と
し
、
深
さ
三
尺
の
場
合
は
長

さ
五
寸
で
一
俵
分
入
り
ま
す
か
ら
所
要
の
俵
数
に
よ
り
長
さ
を
計
算

す
る
こ
と
（
二
〇
俵
分
収
容
す
る
に
は
一
〇
尺
と
な
る
） 

四
、
詳
細
は
検
査
吏
員
か
農
業
会
で
聞
い
て
下
さ
い
。 

○
竹
囲
は
可
成
早
い
中
（
五
月
中
）
に
作
つ
て
置
い
て
収
穫
し
た
薯
は
外

◎

◎

◎ 
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皮
が
乾
い
た
ら
其
の
侭
此
の
中
に
入
れ
日
光
の
直
射
と
雨
露
を
防
げ
ば

数
日
で
風
乾
が
出
来
貯
蔵
に
耐
る
様
に
な
り
ま
す
。 

◎
受
検
と
出
荷 

風
乾
が
出
来
た
薯
は
検
査
吏
員
の
下
見
を
受
け
た
後
、
確
か
り
と
荷
造
し

農
業
会
の
指
図
通
り
日
割
検
査
を
受
け
計
画
出
荷
を
致
し
ま
せ
う
。 

◎

薯

は

興

亜

の

底

力 
増
産
の
美
は
供
出
の
完
遂
で
輝
か
さ
う 

昭
和
十
九
年
五
月 

 
 
 
 
 

静
岡
県
食
糧
検
査
所 

静

岡

県

農

業

会
（3

3

） 

 

 

「
今
年
の
馬
鈴
薯
は
」
と

い
う
項
に
、「
供
出
さ
れ
た

も
の
は
立
派
に
お
米
の
代

替
に
す
る
様
政
府
は
非
常

に
期
待
し
て
居
り
ま
す
」

と
あ
り
、（
大
方
の
予
想
通

り
）
米
の
代
替
品
と
し
て
、

馬
鈴
薯
が
栽
培
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

 

課
題
は
、
一
度
に
多
く

収
穫
で
き
て
も
、
当
時
輸

送
用
の
車
や
人
手
が
不
足

し
て
い
た
た
め
、
運
べ
ず

に
腐
敗
さ
せ
て
し
ま
う
恐

れ
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
腐
敗
防
止
の
保
存
法
に
つ
い
て
も
詳
し
く
書

か
れ
て
い
ま
す
。 

 

昭
和
戦
時
期
、
輸
送
の
問
題
が
、
日
本
軍
、
ひ
い
て
は
日
本
に
お
け
る
資
源
の
確

保
や
食
糧
の
問
題
＝
飢
餓
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
（3

4

）
。 

 

こ
の
あ
た
り
は
、
本
書
「
石
油
」
の
項
も
御
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
実

は
、
昭
和
戦
時
期
の
日
本
は
、
日
本
が
必
要
と
し
な
い
（
と
考
え
て
い
た
）
物
資
に
つ

い
て
は
、
生
産
の
抑
制
を
命
じ
、
減
産
を
強
要
し
て
い
ま
し
た
（3

5

）
。 

 

袋
井
市
域
の
史
料
を
調
べ
て
い
た
時
、
西
浅
羽
村
の
長
溝
の
史
料
で
、
甘
蔗
（
サ

ト
ウ
キ
ビ
）
の
栽
培
を
禁
止
す
る
よ
う
な
内
容
の
史
料
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
例
え
ば
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
九
月
三
日
付
け
「
西
農
第
一
六
二
号 

甘
蔗

作
付
ニ
関
ス
ル
件
」
で
す
。 

 

西
農
第
一
六
二
号 

昭
和
二
十
年
九
月
三
日 

 
 

 

西
浅
羽
村
農
業
会
（
印
） 

各
部
農
会
長
殿 

甘
蔗
作
付
ニ
関
ス
ル
件 

甘
蔗
ノ
栽
培
禁
止
ニ
関
シ
テ
ハ
、
去
ル
五
月
一
日
及
七
月
十
四
日
ノ
二
回
ニ
亘

リ
他
ノ
作
物
ニ
転
換
ス
ル
様
御
通
知
申
上
候
処
、
尚
所
々
ニ
栽
培
セ
ラ
ル
ヽ
耤

地
ア
リ
。
之
ガ
為
ニ
別
紙
ノ
通
リ
地
方
事
務
所
長
名
ヲ
以
テ
再
度
ノ
通
牒
ニ
接

シ
候
条
、
御
部
内
関
係
者
ヘ
御
示
達
方
御
依
頼
申
上
候
也
。（3

6

） 

  
こ
の
文
書
自
体
は
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
九
月
三
日
付
け
な
の
で
、
ミ
ズ
ー

リ
号
艦
上
で
の
降
伏
文
書
調
印
後
の
も
の
な
の
で
す
が
、
五
月
一
日
・
七
月
十
四
日
、

つ
ま
り
は
戦
時
中
に
、
二
回
に
わ
た
り
、
甘
蔗
（
サ
ト
ウ
キ
ビ
）
の
栽
培
を
禁
止
し
、

他
の
作
物
に
転
換
す
る
指
示
が
出
て
い
た
と
言
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
そ
の
禁
止
は
守
ら
れ
て
い
な
い
、
と
言
っ
て
い
ま
す
。 

 

実
は
、
甘
蔗
は
、
日
本
が
栽
培
を
禁
止
し
た
代
表
的
な
作
物
で
し
た
（3

7

）
。
甘
蔗
は

（
一
九
四
四
） 

（
一
九
四
五
） 

（「
磐
田
郡
／
西
浅
羽
村
／
農
業
会
」
） 

【写真 11】「決戦下の主食糧勝抜く為に大切な馬鈴薯」 

（本書 284 号紙背） 
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稲
と
と
も
に
大
量
の
水
の
供
給
を
必
要
と
す
る
（3

8

）

な
ど
、
ど
う
も
稲
の
栽
培
と
被

る
点
が
多
か
っ
た
こ
と
も
そ
の
原
因
の
一
つ
の
よ
う
で
す
。 

カ
ロ
リ
ー
と
手
間
な
ど
コ
ス
ト
で
考
え
た
ら
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
、
稲
と
比
べ
て
効

率
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
先
に
、
砂
糖
の
配
給
に
関
す
る
史
料
、
そ
れ
も

「
幽
霊
」
に
関
す
る
史
料
を
見
た
気
が
し
ま
す
が…

…

。 

 

先
ほ
ど
の
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
九
月
三
日
付
け
「
西
農
第
一
六
二
号 

甘

蔗
作
付
ニ
関
ス
ル
件
」
と
セ
ッ
ト
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
昭
和
二
十
年
（
一
九
四

五
）
九
月
一
日
付
け
「
磐
経
第
六
六
六
号 

甘
蔗
作
付
禁
止
ニ
関
ス
ル
件
」
に
は
以

下
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。 

 

磐
経
第
六
六
六
号 

昭
和
二
十
年
九
月
一
日 磐

田
地
方
事
務
所
長 

各
町
村
長
殿 

各
町
村
農
業
会
長
殿 

 

甘
蔗
作
付
禁
止
ニ
関
ス
ル
件 

首
題
ニ
関
シ
テ
ハ
七
月
十
一
日
付
磐
経
第
七
九
一
号
ヲ
以
テ
通
牒
致
置
候
処
、

尚
之
ガ
取
締
不
可
能
ノ
為
、
随
所
ニ
其
ノ
作
付
散
目
セ
ラ
レ
、
為
ニ
隣
接
町
村

等
ノ
真
摯
ナ
ル
農
家
ニ
対
シ
極
メ
テ
悪
影
響
ヲ
与
ヘ
、
善
良
ナ
ル
生
産
意
欲
ヲ

減
退
セ
シ
ム
ル
ノ
結
果
ヲ
招
来
シ
ア
ル
ニ
鑑
ミ
、
此
際
作
付
ヲ
為
シ
ア
ル
向
ハ
、

即
時
他
作
物
ニ
変
換
セ
シ
メ
ラ
レ
度
、
此
段
及
二

通
牒
一

候
。（3

9

） 

  

先
ほ
ど
の
文
書
の
前
に
位
置
す
る
時
期
の
文
書
で
す
が
、
五
月
一
日
・
七
月
十
四

日
の
他
、
七
月
十
一
日
に
も
通
牒
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）

九
月
一
日
付
け
「
磐
経
第
六
六
六
号 

甘
蔗
作
付
禁
止
ニ
関
ス
ル
件
」
に
は
、
甘
蔗

栽
培
禁
止
を
守
ら
な
い
人
が
多
い
た
め
、
真
面
目
に
や
っ
て
い
る
人
に
示
し
が
付
か

な
い
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
方
針
は
、
昭
和
二
十
年
（
一

九
四
五
）
十
一
月
六
日
付
け
「
西
農
第
二
二
九
号 

甘
蔗
作
付
禁
止
ニ
関
ス
ル
件
」

で
更
に
強
調
さ
れ
ま
し
た
【
写
真
12
】。 

 

西
農
第
二
二
九
号 

昭
和
二
十
年
十
一
月
六
日 

 
 
 
 

西
浅
羽
村
農
業
会
（
印
） 

部

農

会

長

殿 

甘
蔗
作
付
禁
止
ニ
関
ス
ル
件 

標
記
ノ
件
ニ
関
シ
テ
ハ
、
初
夏
以
来
数
次
ニ
亘
リ
御
通
牒
致
シ
置
キ
候
処
、
今

般
亦
其
ノ
筋
厳
重
達
ニ
接
シ
、
左
記
日
時
迄
ニ
必
ズ
全
部
圃
上
ヨ
リ
撤
却
致
サ

レ
度
。
若
右
期
日
迄
撤
収
致
サ
ザ
ル
場
合
ハ
、
学
童
ヲ
シ
テ
撤
却
セ
シ
メ
、
其

ノ
作
付
者
住
所
氏
名
面
積
等
其
ノ
筋
ニ
報
告
致
ス
事
ト
相
成
候
ニ
付
、
御
部
内

ニ
厳
達
方
煩
シ
度
、
此
段
及
二

通
知
一

候
也
。 

 

期
日 

十
一
月
十
日
限
リ
（4

0

） 

 

（
一
九
四
五
） 

（
一
九
四
五
） 

（「
磐
田
郡
／
西
浅
羽
村
／
農
業
会
」） 

〔
去 

カ
〕 

〔
去 

カ
〕 【写真 12】「西農第二二九号 甘蔗作付

禁止ニ関スル件」（本書 315 号） 
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十
一
月
十
日
ま
で
に
、
早
く
甘
蔗
を
撤
去
す
る
よ
う
に
と
い
う
指
示
で
す
。
期
日

ま
で
に
撤
去
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
学
童
に
言
っ
て
撤
去
さ
せ
、
そ
の
耕
地
の
作

付
者
の
住
所
氏
名
面
積
な
ど
を
公
開
す
る
、
と
言
っ
て
い
ま
す
。
乱
暴
で
す
。 

 

日
本
軍
は
外
国
ま
で
行
っ
て
資
源
を
略
奪
し
て
、
い
ら
な
い
と
思
え
ば
、
ま
た
、

輸
送
す
る
船
が
無
い
、
な
ど
の
理
由
で
、
作
物
や
資
源
を
廃
棄
し
て
い
ま
し
た
（4

1

）
。 

西
浅
羽
村
の
史
料
を
見
る
と
、
甘
蔗
栽
培
禁
止
は
、
西
浅
羽
村
付
近
で
は
、
守
る

人
も
あ
れ
ば
守
ら
な
い
人
も
い
る
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
私
の
感

想
で
す
が
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
十
一
月
六
日
付
け
「
西
農
第
二
二
九
号 

甘

蔗
作
付
禁
止
ニ
関
ス
ル
件
」
に
お
い
て
、
わ
ざ
わ
ざ
甘
蔗
を
「
学
童
ヲ
シ
テ
撤
却
セ

シ
」
む
必
要
が
あ
っ
た
の
か
は
、
甚
だ
疑
問
で
す
。 

今
見
た
三
つ
の
甘
蔗
栽
培
禁
止
の
史
料
は
、
戦
時
期
日
本
の
政
策
を
踏
襲
し
た
も

の
で
し
た
。
し
か
し
、
時
は
ち
ょ
う
ど
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
や
っ
て
き
て
、
占
領
が
始
ま
っ
た

頃
で
し
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
食
糧
政
策
の
影
響
を
受
け
、
村
々
の
食
糧
政
策
は
ど
の
よ
う

に
変
化
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
九
月
～
十
一
月
頃
は
、
ま

だ
戦
時
期
と
の
連
続
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
占
領
期
の
村
の
様
子
は
、
本
書
「
敗
戦
、
そ

し
て
」
の
項
で
も
簡
単
に
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
史
料
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
、
今
後

の
課
題
で
す
。 
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（1

） 

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）「
中
遠
十
二
勝
並
名
物
料
理
」（
丸
野
勝
太
郎
家
文
書

近
代
三
四
）
。
本
書
四
号
。 

（2

） 
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
四
月
二
日
消
印
〔
護
国
塔
除
幕
開
塔
式
紀
念
絵

葉
書
〕
（
桑
原
晴
雄
家
文
書
三
六
）。
絵
葉
書
、
縦1

4
0
m

m
×

横9
0
m

m

。
本
書

に
は
収
録
せ
ず
。 

（3

） 

杉
山
敬
一
「
幻
の
可
睡
競
馬
場
」
（『
ふ
る
さ
と
袋
井
』
第
八
集
、
一
九
九
三

年
）
九
二
頁
。 

（4

） 

杉
山
敬
一
「
幻
の
可
睡
競
馬
場
」
（
前
掲
注
３
参
照
）
九
二
頁
。 

（5

） 

（
昭
和
六
年
〈
一
九
三
一
〉
か
）
「
献
立
」
（
桑
原
晴
雄
家
文
書
一
〇
六
）
。
本

書
六
号
。 

（6

） 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
一
月
十
六
日
「
生
活
新
体
制
実
践
要
項
」（
丸
野

勝
太
郎
家
文
書
近
代
一
一
）
。
本
書
一
一
一
号
。 

（7

） 

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
十
月
付
け
『
御
見
舞
受
納
帳
』（
桑
原
晴
雄
家
文
書

一
一
二
）
。
本
書
九
号
。 

（8

） 

宮
島
英
紀
『
伝
説
の
「
ど
り
こ
の
」 

一
本
の
飲
み
物
が
日
本
人
を
熱
狂
さ
せ

た
』
（
角
川
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
一
五―

二
一
頁
。 

な
お
、
「
ど
り
こ
の
」
の
名
の
由
来
は
、
開
発
者
髙
橋
孝
太
郎
博
士
が
参
考
と
し

た
論
文
の
著
者
、
ド
イ
ツ
の
生
理
学
者
ド
ゥ
ー
リ
ク
の
「D

O
R

I

」、
髙
橋
孝
太
郎

の
「K

O

」
、
一
番
弟
子
中
村
松
雄
の
「N

」
、
そ
の
他
三
人
の
助
手
に
共
通
す
る

イ
ニ
シ
ャ
ル
「O

」
を
つ
な
げ
て
「D

O
R

IK
O

N
O

」
と
し
た
も
の
だ
と
い
う

（
同
書
一
一
二
頁
）
。
信
じ
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
本
当
の
話
ら
し
い
。 

（9

） 

宮
島
英
紀
『
伝
説
の
「
ど
り
こ
の
」 

一
本
の
飲
み
物
が
日
本
人
を
熱
狂
さ
せ

た
』
（
前
掲
注
８
参
照
）
二
二
頁
。 

（1
0

） 

講
談
社
が
「
ど
り
こ
の
」
を
取
り
扱
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
宮
島
英
紀
『
伝

説
の
「
ど
り
こ
の
」 

一
本
の
飲
み
物
が
日
本
人
を
熱
狂
さ
せ
た
』（
前
掲
注
８

参
照
）
の
「
第
２
章 

講
談
社
が
「
ど
り
こ
の
」
を
仕
掛
け
た
」（
六
一―

一
〇

一
頁
）
な
ど
を
参
照
。 

（1
1

） 

宮
島
英
紀
『
伝
説
の
「
ど
り
こ
の
」 

一
本
の
飲
み
物
が
日
本
人
を
熱
狂
さ

せ
た
』
（
前
掲
注
８
参
照
）
一
〇
五
頁
、
「
最
終
章 

「
ど
り
こ
の
」
は
二
度
と
つ

く
れ
な
い
」
（
二
二
八―

二
六
三
頁
）
。 

（1
2

） 

庄
司
吉
宗
「
再
ビ
「
ど
り
こ
の
」
ノ
栄
養
価
ニ
就
テ 

其
１
酸
塩
基
平
衡
ヨ

リ
観
察
シ
タ
「
ど
り
こ
の
」
ノ
価
値
」
（
『
金
沢
医
科
大
学
十
全
会
雑
誌
』
四
二―

一
、
一
九
三
七
年
）
、
庄
司
吉
宗
「
再
ビ
「
ど
り
こ
の
」
ノ
栄
養
価
ニ
就
テ 

其

２
体
重
及
管
状
骨
ニ
及
ボ
ス
影
響
ヨ
リ
観
察
シ
タ
「
ど
り
こ
の
」
ノ
価
値
」（『
金

沢
医
科
大
学
十
全
会
雑
誌
』
四
二―

二
、
一
九
三
七
年
）、
庄
司
吉
宗
「
再
ビ

「
ど
り
こ
の
」
ノ
栄
養
価
ニ
就
テ 

其
３
管
状
骨
ニ
及
ボ
ス
影
響
、
特
ニ
ソ
ノ
骨

長
径
ノ
増
減
ヨ
リ
観
察
シ
タ
「
ど
り
こ
の
」
ノ
価
値
」（『
金
沢
医
科
大
学
十
全
会

雑
誌
』
四
二―

二
、
一
九
三
七
年
）。 

右
の
「
ど
り
こ
の
」
三
部
作
の
後
ろ
二
つ
は
同
じ
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
再

ビ
」
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
前
に
も
分
析
し
た
と
い
う
こ
と
だ
が…

…

。 

（1
3

） 

宮
島
英
紀
『
伝
説
の
「
ど
り
こ
の
」 

一
本
の
飲
み
物
が
日
本
人
を
熱
狂
さ

せ
た
』（
前
掲
注
８
参
照
）
二
二
八―

二
二
九
頁
。
な
お
、
そ
の
薬
店
で
は
、
す

ぐ
に
偽
物
の
取
り
扱
い
を
や
め
、
本
物
の
み
を
取
り
扱
う
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、

信
用
が
上
が
り
、
売
り
上
げ
が
増
進
し
た
と
い
う
（
二
二
九
頁
）。
そ
れ
は
そ
う

だ
ろ
う
と
思
う
。 

（1
4

） 

ア
ン
ド
ル
ー
・
Ｆ
・
ス
ミ
ス 

著
／
手
嶋
由
美
子 

訳
『
砂
糖
の
歴
史
』（
原
書

房
、
二
〇
一
六
年
、
原
著
二
〇
一
五
年
）
一
二―

一
三
頁
。
ロ
ー
ラ
・
メ
イ
ソ
ン 

著
／
龍
和
子 

訳
『
キ
ャ
ン
デ
ィ
と
砂
糖
菓
子
の
歴
史
物
語
』（
原
書
房
、
二
〇
一

八
年
、
原
著
二
〇
一
八
年
）
八
頁
。 

（1
5

） 

日
高
秀
昌
・
岸
原
士
郎
・
斎
藤
祥
治
編
『
砂
糖
の
事
典
』（
東
京
堂
出
版
、
二

〇
〇
九
年
）
一
五
頁
。
江
後
迪
子
『
砂
糖
の
日
本
史
』（
同
成
社
、
二
〇
二
二

年
）
で
は
、
二
次
史
料
で
あ
る
が
、『
東
大
寺
記
録
』
に
、
天
平
勝
宝
六
年
（
七

五
四
）
に
鑑
真
が
来
日
し
た
際
に
、
船
の
積
み
荷
に
蔗
糖
が
あ
っ
た
、
と
さ
れ
て

い
る
記
録
を
最
古
と
し
て
い
る
（
一
四
頁
）。 

（1
6

） 

日
高
秀
昌
・
岸
原
士
郎
・
斎
藤
祥
治
編
『
砂
糖
の
事
典
』（
前
掲
注
15
参
照
）

一
六
頁
。
江
後
迪
子
『
砂
糖
の
日
本
史
』（
前
掲
注
15
参
照
）
で
は
、『
種
々
薬

帳
』
の
「
蔗
糖
」
に
つ
い
て
、「
砂
糖
は
当
時
苦
い
薬
を
飲
む
た
め
に
必
要
な
も

の
だ
っ
た
」（
一
四
頁
）
と
し
て
い
る
。 

（1
7

） 

日
高
秀
昌
・
岸
原
士
郎
・
斎
藤
祥
治
編
『
砂
糖
の
事
典
』（
前
掲
注
15
参
照
）

一
八
頁
。 

（1
8

） 
日
高
秀
昌
・
岸
原
士
郎
・
斎
藤
祥
治
編
『
砂
糖
の
事
典
』（
前
掲
注
15
参
照
）

一
六―
一
七
頁
。
江
後
迪
子
『
砂
糖
の
日
本
史
』（
前
掲
注
15
参
照
）
七―

一
二

頁
。 

（1
9

） 

盛
本
昌
広
『
贈
答
と
宴
会
の
中
世
』（
吉
川
弘
文
館
、
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
、
二
〇
〇
八
年
）
一
八
五―

一
八
六
頁
。 

（2
0

） 

盛
本
昌
広
『
贈
答
と
宴
会
の
中
世
』（
前
掲
注
19
参
照
）
一
八
九―

一
九
五
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頁
。
ま
た
、
木
村
茂
光
『
ハ
タ
ケ
と
日
本
人 

も
う
一
つ
の
農
耕
文
化
』（
中
公

新
書
、
一
九
九
六
年
）
に
も
栗
に
関
す
る
様
々
な
知
見
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

（2
1

） 
盛
本
昌
広
『
贈
答
と
宴
会
の
中
世
』（
前
掲
注
19
参
照
）
二
〇
四―

二
〇
八

頁
。 

（2
2

） 

盛
本
昌
広
『
贈
答
と
宴
会
の
中
世
』（
前
掲
注
19
参
照
）
二
〇
七
頁
。 

（2
3

） 

盛
本
昌
広
『
贈
答
と
宴
会
の
中
世
』（
前
掲
注
19
参
照
）
一
九
八―

二
〇
〇

頁
。 

（2
4

） 

盛
本
昌
広
『
贈
答
と
宴
会
の
中
世
』（
前
掲
注
19
参
照
）
二
〇
〇
頁
。 

（2
5

） 

書
札
礼
と
贈
答
に
つ
い
て
は
桜
井
英
治
『
贈
与
の
歴
史
学 

儀
礼
と
経
済
の

あ
い
だ
』
（
中
公
新
書
二
一
三
九
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。
特
に
「
第
２
章 

贈
与
の
強
制
力
」
（
三
九―

一
〇
五
頁
）
。 

（2
6

） 

盛
本
昌
広
『
贈
答
と
宴
会
の
中
世
』（
前
掲
注
19
参
照
）
二
〇
〇
頁
。 

（2
7

） 

桜
井
英
治
『
贈
与
の
歴
史
学 

儀
礼
と
経
済
の
あ
い
だ
』（
前
掲
注
25
参
照
）

「
第
２
章 

贈
与
の
強
制
力
」
（
三
九―
一
〇
五
頁
）
、
特
に
七
一―

七
三
頁
。 

（2
8

） 

（
昭
和
十
九
年
〈
一
九
四
四
〉
）
三
月
十
三
日
付
け
「
乳
児
用
殻
粉
ノ
配
給
実

施
ノ
御
知
ラ
セ
」
（
〔
昭
和
十
八
年
度
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

一

の
内
）。
本
書
二
二
九
号
。 

（2
9

） 

（
昭
和
十
九
年
〈
一
九
四
四
〉
）
五
月
八
日
以
前
「
大
詔
奉
戴
日
通
達
事
項
」

（
〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
）。
本
書

二
三
八
号
。 

（3
0

） 

早
川
い
く
を
『
取
る
に
足
ら
な
い
事
件
』
（
バ
ジ
リ
コ
株
式
会
社
、
二
〇
〇
八

年
）
四
二
頁
。
早
川
の
著
書
は
、
昭
和
二
十
年
代
の
新
聞
記
事
か
ら
変
な
事
件
を

紹
介
す
る
コ
メ
デ
ィ
色
の
強
い
も
の
だ
が
、
い
ざ
地
域
の
史
料
を
読
ん
で
い
る

と
、
参
考
に
な
る
部
分
も
多
い
。
あ
と
、
早
川
著
書
に
は
な
ぜ
か
静
岡
の
事
件
が

多
く
載
っ
て
い
る
。 

（3
1

） 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
八
月
十
日
付
け
「
西
農
第
一
六
〇
号 

家
畜
ノ

密
殺
防
止
ニ
関
ス
ル
件
」（
〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書

近
代
一
六
の
内
）
。
本
書
二
五
五
号
。 

（3
2

） 

早
川
い
く
を
『
取
る
に
足
ら
な
い
事
件
』
（
前
掲
注
30
参
照
）
一
六
頁
。 

（3
3

） 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
五
月
付
け
「
決
戦
下
の
主
食
糧
勝
抜
く
為
に
大

切
な
馬
鈴
薯
」（
『
昭
和
二
十
年
四
月 

参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝

自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
）
。
本
書
二
八
四
号
裏
面
。 

（3
4

） 

倉
沢
愛
子
『
戦
争
の
経
験
を
問
う 

資
源
の
戦
争―

―

「
大
東
亜
共
栄
圏
」

の
人
流
・
物
流
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
）
。
倉
沢
著
書
は
日
本
軍
の
占
領
を

受
け
た
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
的
な
研
究
対
象
と
し
て
い
る
が
、
輸
送
力
の
不
足
や

飢
餓
が
人
間
に
も
た
ら
す
影
響
は
東
南
ア
ジ
ア
も
日
本
も
変
わ
る
ま
い
。
倉
沢
は

ま
た
、
空
腹
と
日
常
生
活
の
困
難
さ
は
、
子
孫
繁
栄
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
一
七
〇
頁
）。 

（3
5

） 

倉
沢
愛
子
『
戦
争
の
経
験
を
問
う 

資
源
の
戦
争―

―

「
大
東
亜
共
栄
圏
」

の
人
流
・
物
流
』（
前
掲
注
34
参
照
）
二
二
八
頁
。
冒
頭
の
概
要
紹
介
、
三
頁
で

も
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
い
る
。 

（3
6

） 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
九
月
三
日
付
け
「
西
農
第
一
六
二
号 

甘
蔗
作

付
ニ
関
ス
ル
件
」（『
昭
和
二
十
年
四
月
以
降 

送
付
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代

一
八
の
内
）。
本
書
三
〇
三
号
第
一
文
書
。 

（3
7

） 

倉
沢
愛
子
『
戦
争
の
経
験
を
問
う 

資
源
の
戦
争―

―

「
大
東
亜
共
栄
圏
」

の
人
流
・
物
流
』（
前
掲
注
34
参
照
）
二
二
八―

二
三
四
頁
。 

（3
8

） 

倉
沢
愛
子
『
戦
争
の
経
験
を
問
う 

資
源
の
戦
争―

―

「
大
東
亜
共
栄
圏
」

の
人
流
・
物
流
』（
前
掲
注
34
参
照
）
二
三
三
頁
な
ど
。 

（3
9

） 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
九
月
一
日
付
け
「
磐
経
第
六
六
六
号 

甘
蔗
作

付
禁
止
ニ
関
ス
ル
件
」（『
昭
和
二
十
年
四
月
以
降 

送
付
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書

近
代
一
八
の
内
）。
本
書
三
〇
三
号
第
二
文
書
。 

（4
0

） 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
十
一
月
六
日
付
け
「
西
農
第
二
二
九
号 

甘
蔗

作
付
禁
止
ニ
関
ス
ル
件
」（『
昭
和
二
十
年
四
月
以
降 

送
付
綴
』
長
溝
自
治
会
文

書
近
代
一
八
の
内
）。
本
書
三
一
五
号
。 

（4
1

） 

倉
沢
愛
子
『
戦
争
の
経
験
を
問
う 

資
源
の
戦
争―

―

「
大
東
亜
共
栄
圏
」

の
人
流
・
物
流
』（
前
掲
注
34
参
照
）。 

            


